
アイフルホーム松阪店 新モデルハウス外観 

 

〈報道関係者各位〉                                                     2019 年 3 月 12 日 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所 

アイフルホームカンパニー 

 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所アイフルホームカンパニー（本社：東京都江東区 ／ 代表取締役社長：

加嶋 伸彦）のＦＣ加盟店である、アイフルホーム松阪店（会社：株式会社タイセ  ／ 代表取締役会長：

大内 康成）は、このたびアイフルホームが 1 月に発売した新商品『Ｓｉｍｐｌｅ Ｌｉｆｅ．』の新モデルハウス

を松阪市大黒田町に完成させ、3 月 16 日（土）から公開します。 

 

ライフスタイルが多様化している現在、自分にとって大切なモノにお金をかける人が増えてきています。

アイフルホームでは、こだわりや憧れ、自分なりのスタイルを大事にしたい、という考えを持った方たちに

向け、手が届く憧れの住まいとして、“自分スタイルで、賢く暮らす”をテーマに『Ｓｉｍｐｌｅ Ｌｉｆｅ．』を販売

しています。 

今回オープンするアイフルホーム松阪店の新モデルハウス

では、アイフルホームオリジナルの高性能断熱パネル「ハイク

オリティパネル」を採用し、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウ

ス）※1 基準を超える高気密・高断熱性能により、冬暖かく夏涼

しい快適な暮らしを実現できます。 

間取りは、1 階のＬＤＫに階段を設けることで、階段を利用

する家族とＬＤＫで自然に会話を生み出す工夫や、キッチンに

立っていてもリビングにいる子どもの様子がわかる「見守り動

線」などを採用しています。また 2 階には、打ち合わせ室の中

に 3 帖のキッズルームと、隣室に授乳室を設けているので、幼

い子どもを連れたお客様も安心して理想のマイホームについて

話をすることができます。 

インテリアや建具には、木を基調とし落ち着いた色合いのも

のを採用し、素材そのものの風合いや温もり、美しさを追求しま

した。 

 

今後もアイフルホームでは、家族みんなの“絆”を深め、家族一人ひとりの“夢”をかなえる｢生涯にわた

って幸せな暮らしを“ずっと”続けていける住まい｣をご提案していきます。 

 
※1 住宅の高断熱性能、省エネ設備機器、太陽光発電システム等を組み合わせ、住宅で使う年間の一次エネルギー消費量のエネルギー

収支をゼロ以下にする住まい。 

 

 

 

 

 

変更！ 

松阪市大黒田町に新モデルハウス登場 

「Ｓｉｍｐｌｅ Ｌｉｆｅ.」 グランドオープン！ 
3 月 16日（土）より公開！ 

【報道関係者のお問合せ先】 

㈱ＬＩＸＩＬ住宅研究所  広報・宣伝部 担当：千明（ちぎら） 

電話：０３－５６２６－８２５１ メール：kazuhiko.chigira@lixil.com 

アイフルホーム ホームページ/TOP URL：http://www.eyefulhome.jp/ 
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≪アイフルホーム松阪店 新モデルハウス概要≫ 
 

オープン日 ： 2019 年 3 月 16 日（土） 

 

所 在 地 ： 〈住所〉三重県松阪市大黒田町 492-3 

〈電話番号〉0598-26-1000 

 

営業時間 ： 9：00～18：00（定休日：木曜日） 

 

商 品 名 ： Ｓｉｍｐｌｅ Ｌｉｆｅ． 

 

延床面積 ： 111.38 ㎡（1 階：55.88 ㎡/2 階 55.50 ㎡） 

 

建物特長 ： 家族を大切にしながら、仕事を楽しむ、自分を楽しむ。自分らしく賢く暮らしながら、安全・

安心、家事効率も考えた、住まう人が快適で気持ちよく暮らせる工夫が満載の住まい 

 

① 間取り 「自然と会話を生み出す工夫」「家事をしながら子どもを見守ることのでき

る工夫」など、子育て世代の家族が助かる間取り提案をしています。 

  

② 外観 余分な装飾やムダを省いて、素材そのものの風合いや温もり、美しさを追

求する「シンプルモダン」な外観デザインを採用。ＬＤＫの前にはプライバ

シーを守るためにポーチ壁を設置しています。 

  

③ 耐震性能 耐震等級３相当の「グランドスクラム構法」と、繰り返しの地震に強い「次

世代制震システムＥＶＡＳ（イーバス）」により、家族の安全・安心を守りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （左）家事をしながら子どもを見守ることのできるＬＤＫ 

（中央）素材そのものの温もりを感じさせるインテリアと建具 

（右）落ち着いた色合いの背伸びはしない、飾らないインテリア 


